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目的： NICT宇宙天気クラウドへの計算資源提供を課題として、それに必要なデータフローを実現するための環境構築と
関連するミドルウェアの開発を行う。

内容： 各大学のスパコンセンターにディスクサーバを設置し、それらをJGN2plus（現在はJGN-X）で高速L2接続し、分散スト
レージミドルウェアであるグリッドデータファーム（Gfarm2）によって大容量ネットワーク分散仮想ストレージを構築し、
同時に、各大学のスーパーコンピュータをクラウドに接続し、マルチスパコン仮想化を実現する。

結果： 大阪大学、名古屋大学とのGfarmノード接続およびスパコン仮想化を実現し、これまでに800TB以上のネットワーク
分散仮想ストレージを構築した。

利用した計算機： SX-8R, SX-9
CPU時間： 20時間
使用メモリ： 20 GB
ベクトル化率： 95%
並列化： 8並列

Gfarm容量の増加


